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【動機・目的】 

要配慮者の中にアレルギーを有する者が含まれており、災害時には食を手に入れることが難しい現実を受け止

め、全国的に自助・共助・公助共に対策をとることが急務である。被災地経験者の声を生かし、現在対策をとっ

ている地域にフォーカスをあて、今から実践できることを、アレルギー患者会・行政・企業と共に情報を共有し

全国発信することが目的である。 

【実施方法】 

Zoomでの講演を行い、YouTubeライブ配信、後日、アーカイブ録画1か月間配信。 

岩手県後援の元、東北震災を経験した地域から講演者を選出。 

公益社団法人岩手県栄養士会、独立行政法人国立病院機構 盛岡医療センター、岩手県健康福祉部、いわてアレ

ルギーの会。事前にお申込みのあった先着300名参加者に向け、アレルギー配慮商品を郵送。全国にあるアレル

ギーの会代表らと現在の地域取り組みについて発表も行い、岩手県のアレルギー研修として委託を受けた。 

講演告知方法は、Facebook、Instagram などのSNS を中心に、全国の都道府県、及び市町村の危機管理課へメー

ルにてお知らせを送付した。 

【成果】 

オンラインでの講演の為、全国より521名の申込があり、岩手県研修枠として100名申込があった。全国各地

からの行政参加が増加した。実際に各地でアレルギー防災研修が増加し、今回の講演会をキッカケに、アレルギ

ー対策へ必要性を再認識した行政機関や、地域のアレルギーの患者会と、災害支援、市民団体、防災士団体が共

にイベント企画を行っていると報告を受けている。災害はどの地域で起きてもおかしくない状況の中、現実と対

応策を知ることで、お互いにどのような助けが必要か伝え合える機会となっている為、継続して開催することが

必要であると改めて感じると共に地域ごとの対策が広がることが大事である。 

 


